
 

 入院生活は、環境の変化や病気・怪我による運動機能低下から「転倒」「転落」が起こりやすい状況になっています。 

本院では、入院時に「転倒」「転落」の危険度のチェック（評価）を行い、患者さんの状況に合わせて環境を整備いたします。

しかし、スタッフの目の届かない所では防ぎきれない事もあります。そのため、患者さんやご家族のご協力が欠かせません。

以下の点についてご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 お荷物は最小限にし、ベッド周りの整理整頓をお願いします。 

 ベッドの高さはしっかり足の付く高さでご使用お願いします。 

 ベッド柵の使用をお願いします（お子様は必ず上まであげてください）。 

 ベッドや椅子に立ったり、ベッドから身を乗り出すなど危険行動はお止めください。 

 オーバーテーブル、テレビ台、点滴スタンドは不安定ですので身を預けないでください。 

 室内履きは歩行状態に合わせて滑りにくく履きやすいものをご使用ください。 

 

歩行が不安定な時や気分が優れない時はナースコールで看護師にお知らせください。 
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